
「広がれボランティアの輪」連絡会議 2020年度事業計画 

 

現在、少子高齢化、生活困窮や社会的孤立、生活スタイルの変化や在留外国人の増加などによる地

域の多様化、そして地球規模での環境問題への対応など、国内外で多くの課題が生じています。さら

に、新型コロナウイルス感染症の世界的規模での拡大は、これまでの社会のあり方を問い、新たな社

会を模索する動きに連なっています。ボランティア・市民活動においても、これまでの活動が制限さ

れ、力を発揮できない状況が生じています。 

一方、各構成団体をはじめ、全国のボランティア・市民活動推進者・団体が活動を工夫し、新たに

つながろうとする取り組みが進められています。 

2019 年に創立 25 周年を迎えた「広がれボランティアの輪」連絡会議は、この状況のもとで、私た

ちがこれまでに築いてきたボランティア・市民活動の実践と、それらを通じて培ってきた絆を絶やす

ことなく、新たな取り組みを共有しながら、推進団体間のネットワークを広げ、ボランティア・市民

活動の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．withコロナ、afterコロナを展望した実践共有  

創立 25 周年の歩みをふまえ、現在のコロナ禍のもと各地で取り組まれる活動を共有し、今後のボ

ランティア・市民活動の実践につなげていきます。 

（１）ボランティアシンポジウムの開催 

   開催を延期したボランティア全国フォーラム 2019 を引き継ぐ形で、ボランティアシンポジウ

ムを開催します。（インターネットを活用したオンライン形式の開催を検討） 

【主な実施予定事業】 

・ボランティアシンポジウムの開催（2020年 10月 4日（日）開催予定） 

 

（２）創立 25周年記念誌の作成 

   作成を進めている記念誌について、構成団体、ボランティア・市民活動推進関係機関（省庁懇

談会参加省庁等）に配付します。 

 

＜2020年度の方向性＞ 

コロナ禍のもと、取り組まれている各地の実践を共有しながら、今後求められるボランティア・市民活動

のあり方について情報交換を行うとともに、本連絡会議の理念「『いつでも、どこでも、誰でも、楽しく』

ボランティア・市民活動に参加できる環境・機運づくり」をめざした取り組みを進めます。 

【共通理念を達成するための事業・活動の柱】 

１．withコロナ、afterコロナを展望した実践共有  

２．構成団体の協働関係の構築、及び協働による取り組みの強化 

３．ボランティア・市民活動の推進のためのプラットフォームづくり 

４．ボランティア・市民活動に関する情報発信機能の強化 



 （３）「未来の豊かな“つながり”のための全国アクション」への参加 

 「つながろう、未来の“つながり”のために」をテーマに推進する全国アクションの取り組み

に参画し、コロナ禍での「広がれ」構成団体における活動方法や工夫の発信、交流を図ります。 

 

２．構成団体の協働関係の構築、及び協働による取り組みの強化 

（１）協働による事業の展開 

プロジェクト・チーム（PT）を中心として、構成団体の協働を生かした活動を展開します。 

【主な実施予定事業】 

・ PTの活動を中心とした協働の取り組みの一層の推進 

・2021年度以降の「ボランティア全国フォーラム」開催に向けた検討の場づくり 

 

（２）構成団体の連携・協働の強化 

コロナ禍のもと、インターネットを活用して構成団体間の交流・情報共有等を図ります。 

【主な実施予定事業】 

・ WEBを活用したサロン・勉強会開催の検討 

・ メーリングリストの活用（各構成団体間の活動情報の共有等） 

・ その他関係団体等との連携（外部組織の委員会への参画等） 

・ 新規団体の加入促進 

 

３．ボランティア・市民活動の推進のためのプラットフォームづくり 

（１）ボランティア・市民活動に関する議論の促進 

構成団体をはじめとするボランティア・市民活動に関わる諸団体の相互研鑽と交流の場を設

け、ボランティア・市民活動の推進に関わる連携を図ります。 

【主な実施予定事業】 

・ ボランティアシンポジウムの開催（再掲） 

・ WEBを活用したサロン・勉強会開催の検討（再掲） 

・ メーリングリストを活用した情報共有・意見交換等 

 

（２）ボランティア・市民活動の推進における官民連携の促進 

    ボランティア・市民活動の推進に携わる関係省庁との接点をつくり、官民連携によるボラン

ティア・市民活動を推進するために開催している「ボランティア・市民活動の推進に関する関

係省庁との懇談会」の開催は今年度中止します。 

なお、これまでの懇談会参加省庁には、10 月 4 日（日）に開催予定のシンポジウムの視聴

を案内し、次年度以降のつながりを保ちます。 

 



４．ボランティア・市民活動に関する情報発信・共有機能の強化 

（１）広報媒体を用いた情報発信・共有の強化 

    ボランティア活動・市民活動に関わる諸団体及び市民に対して、本連絡会議や構成団体の活

動等を中心に積極的な情報発信を行います。あわせて、構成団体に対する情報提供・共有を進

めます。 

【主な実施予定事業】 

・ フェイスブック、ホームページ、メーリングリスト等の活用 

・ パンフレットの作成と活用 

・ 本連絡会議のキャラクターの活用 

 

（２）国際的なボランティア・市民活動の情報収集 

国内のボランティア活動・市民活動を取り巻く状況について海外への発信を検討するととも

に、海外の取り組みにも着目しながら、国際的な情報の共有に取り組みます。 

【主な実施予定事業】 

・ 日本のボランティア・市民活動の状況と取り組みの海外向け発信の検討 

 

〔本連絡会議の運営〕 

（１）総会の開催（年 1回程度開催） 

（２）幹事会の開催（WEB開催も含めて年 3～4回程度開催） 

（３）常任幹事会の開催（WEB開催も含めて必要に応じて開催） 

（４）（既出）PTの開催（必要に応じて適宜開催） 

【事務局】全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター 

 


